
　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

で
し
ょ
う
か
。
蓮
の
植
替
え
も
終
了
し
、
早
く
蕾
が
出
て

ほ
し
い
と
祈
っ
て
い
る
頃
と
存
じ
ま
す
。
今
年
も
た
く
さ
ん

花
が
咲
き
ま
す
よ
う
に
。
蓮
通
信
34
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

  

第
35
回
例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

５
月
26
日
（
土
）　

17
時
30
分
〜
21
時

　
　
　

会
員
各
位
の
蓮
の
成
長
過
程
や
、
最
近
入
手
し
た

　
　
　

花
蓮
情
報
の
ご
披
露
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

多
数
の
参
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。

場
所　

豊
島
区
立
勤
労
福
祉
会
館　

第
６
会
議
室

電
話　

０
３
‐
３
９
８
０
‐
３
１
３
１

住
所　

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
２
‐
37
‐
４

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
一
報
を
。

  

当
会
サ
イ
ト
に 
Ｂ
Ｂ
Ｓ 「
蓮
談
義
」 

開
通

　

長
ら
く
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
電
子
掲
示
板
Ｂ
Ｂ
Ｓ

「
蓮
談
義
」
が
３
月
28
日
か
ら
開
通
し
ま
し
た
。
蓮
に
関
す

る
こ
と
で
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

気
の
向
く
ま
ま
、
書
き
込
み
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　

掲
示
板
荒
ら
し
と
思
わ
れ
る
も
の
、
誹
謗
中
傷
の
類
は

管
理
者
権
限
で
削
除
等
の
処
置
を
致
し
ま
す
。

　

一
行
の
半
分
の
幅
を
占
め
る
大
型
画
像
を
一
枚
、
貼
り

込
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
フ
ァ
イ
ル
形
式JPG 

又
はPN

G

）

　

画
素
数
は
必
ず
72
Ｄ
Ｐ
Ｉ
に
し
て
下
さ
い
。
サ
イ
ズ
は

縦
200
×
横
133
㎜
以
内(

567pixel

×
377pixel )

300
Ｋ
Ｂ
以
下
の

容
量
で
、
枚
数
が
多
い
場
合
に
は
、
画
像
編
集
ソ
フ
ト
で

貼
り
合
わ
せ
編
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
デ
ジ
カ
メ
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
ま
ま
の
画
像
は
、
容
量
が

過
大
で
送
信
不
能
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
）

　

書
込
内
容
を
修
正
し
た
い
場
合
に
は
、
ペ
ー
ジ
の
最
下

部
に
あ
る
「
管
理
者
メ
ニ
ュ
ー
」
の
ボ
タ
ン
か
ら
「
編
集
」

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、「
投
稿
者
、
メ
ー
ル
、
題
名
、

内
容
、
画
像
」
等
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
修
正
箇
所

を
打
ち
直
し
、「
投
稿
」
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

画
像
の
入
れ
替
え
は
「
参
照
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

目
的
の
画
像
が
入
っ
て
い
る
貴
方
の
PC
内
フ
ォ
ル
ダ
ー
か

ら
指
定
し「
投
稿
」ボ
タ
ン
の
ク
リ
ッ
ク
で
変
更
で
き
ま
す
。

U
R
L　

h
ttp
://w

w
w
.lo
tu
sjp
.co
m

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

to
kyo
@
lo
tu
sjp
.co
m

問
い
ま
せ
ん
が
、
独
創
的
な
も
の
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

一
人
一
ペ
ー
ジ
を
原
則
と
し
、
文
字
数
は
二
千
字
か
ら

二
千
五
百
字
で
す
。
二
ペ
ー
ジ
に
な
る
人
は
、
五
千
字
を

限
度
と
い
た
し
ま
す
。
写
真
、
図
版
は
多
め
に
添
え
て
下

さ
い
。
原
稿
・
写
真
は
レ
イ
ア
ウ
ト
せ
ず
お
送
り
下
さ
い
。

写
真
、
図
版
の
選
択
は
編
集
部
に
一
任
く
だ
さ
い
。

  

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
、
蓮
の
開
花
調
節

　

４
月
12
日
の
『
朝
日
新
聞
』
の
国
際
面
に
、
め
ざ
す
は

「
満
開
五
輪
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、「
北
京
五
輪
中
、
市
の
植

物
園
を
蓮
、
菊
、
木
犀
な
ど
の
花
が
満
開
に
な
る
よ
う
に
、

過
去
最
大
規
模
の
開
花
調
節
の
試
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る

と
あ
る
。
蓮
に
つ
い
て
は
、
湖
の
水
位
を
20
㎝
上
げ
る
。

鉢
植
え
は
遅
咲
き
の
品
種
を
導
入
。
温
度
調
節
を
す
る
。

五
輪
時
に
は
一
面
の
蓮
の
花
が
楽
し
め
る
は
ず
」
と
あ
る
。

  

第
21
回
中
国
荷
花
大
会
参
加
者
募
集

　

今
年
の
「
第
21
回
中
国
蓮
花
展
及
び
第
４
回
国
際
学
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
日
程
が
、
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

  

武
漢
会
場  

７
月
11
日　

武
漢
に
て
ノ
ミ
ネ
ー
ト

　
　
　
　

    

７
月
12
日　

開
幕
式　

観
蓮

　
　
　
　

    

７
月
13
日　

観
蓮
（
荷
花
セ
ン
タ
ー
・
科
学
院

　
　
　
　

    　
　
　
　
　

植
物
園
蔬
菜
研
究
所
・
蓮
食
街
）

　
　
　
　

    

７
月
14
日　

大
連
に
移
動

  

大
連
会
場  

７
月
15
日　

大
連
に
て
ノ
ミ
ネ
ー
ト　

　
　
　
　

    

７
月
16
日　

開
幕
式
・
普
蘭
店
ま
で
見
学

　
　
　
　

    

７
月
17
日　

花
蓮
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　

    

７
月
18
日　

大
連
の
見
学　

閉
幕

　
　
　
　

    

７
月
19
日　

帰
路
に

　

日
程
の
詳
細
や
費
用
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

  

タ
イ
国
で
も
国
際
蓮
学
展
開
催

　

タ
イ
国
・
プ
ミ
ポ
ン
国
王
陛
下
の
80
歳
を
祝
賀
し
て
、

７
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
、
タ
イ
国
で
「
国
際
花
蓮
展

お
よ
び
学
術
交
流
」
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
ま
だ

不
明
で
す
が
、
参
加
希
望
者
が
あ
れ
ば
資
料
を
取
寄
せ

ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

  

海
外
寄
稿
掲
載
の
お
礼
状
届
く

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
11
号
』
に
玉
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
、
ロ
シ
ア
の
タ
マ
ー
ラ
教
授
よ
り
「
ハ
ラ
シ
ョ
ー
、

貴
会
の
雑
誌
確
か
に
受
け
取
り
ま
し
た
。
非
常
に
素
晴
し

い
雑
誌
で
、
感
激
し
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」。

薛
建
華
教
授
か
ら
は
「
ニ
ン
・
ハ
オ
、
春
節
も
終
わ
り
、

大
学
に
出
勤
し
た
今
日
、
日
本
か
ら
の
小
包
を
受
取
り

ま
し
た
。
非
常
に
、
美
し
い
雑
誌
で
感
動
し
ま
し
た
。
ロ

シ
ア
の
タ
マ
ー
ラ
教
授
、
そ
れ
に
中
国
の
私
の
文
章
を
み

て
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
の
雑
誌
に
注
が
れ

た
皆
さ
ま
の
『
心
血
』
尊
い
も
の
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
」。
ま
た
、
王
其
超
先
生
か
ら
は
「
野
生
の

蓮
に
関
す
る
多
く
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
と
同
時
に
、
第

20
回
中
国
荷
花
展
を
紹
介
す
る
作
品
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
は
中
国
と
日
本
の
蓮
文
化
及
び
花
蓮
情
報
の

交
流
に
対
し
、積
極
的
な
作
用
を
も
つ
も
の
で
す
」。
な
ど
、

お
礼
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

新
会
員
紹
介
（
２
月
〜
４
月
に
入
会
さ
れ
た
方
）

斉
藤
知
雄
（
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
）
〒
四
二
一
‐
一
二
一
五

　

静
岡
市
葵
区
羽
鳥
大
門
町

　

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
４
‐
２
７
８

塩
川
妙
子
（
主
婦
）　

〒
四
一
八
‐
〇
〇
三
九

　

静
岡
県
富
士
宮
市
野
中

　

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
４
４
‐
２
６

南
埜
浩
代
（
主
婦
）　

〒
五
八
三
‐
〇
八
八
二

　

大
阪
府
羽
曳
野
市
高
鷲　

　
　

※
ハ
イ
ツ
※
※

　

電
話　

０
７
２
‐
９
３
８

　

M
ail    arasiyam

a 80.jp
@
nifty.com

大
薮
芙
美
子
（
天
徳
院
・
内
室
）  

〒
一
六
四
‐
〇
〇
〇
二

　

東
京
都
中
野
区
上
高
田
１
‐
31
‐
４

　

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
‐
３
３
６
１
‐
１
４
８
５

  『
蓮
文
化
だ
よ
り
12
号
』
原
稿
募
集

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
12
号
』
を
明
年
一
月
、
発
行
の
予
定

で
す
。
原
稿
締
切
り
は
九
月
末
日
で
す
。
今
か
ら
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。
書
式
は
縦
書
き
で
す
。
随
筆
、
創
作
、

観
蓮
記
、
研
究
な
ど
蓮
に
関
す
る
も
の
で
し
た
ら
内
容
は

- １ -



　

０
０
１

　

蓮
の
原
産
地
は
ど
こ
？

　

蓮
は
、
植
物
分
類
で
は
、
被
子
植
物
門
（A

nthophyta)

の
双

子
葉
植
物
網(D

iscotyledonopside)

に
属
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
蓮
は
、
比
較
的
早
い
時
期
の
白
亜
紀
後
期
、
約
１
億
年
前

に
は
地
球
上
に
出
現
し
た
古
い
植
物
で
す
。
蓮
の
化
石
は
、
北
ア

メ
リ
カ
、
ア
ラ
ス
カ
、
日
本
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
北
半
球
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

蓮
の
原
産
地
に
つ
い
て
は
、
エ
ジ
プ
ト
説
、
イ
ン
ド
説
、
中
国

説
な
ど
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
特
定
で
き
る
遺
物
が
発
見
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
未
定
の
状
態
で
す
。

　

エ
ジ
プ
ト
原
産
地
説
は
、
西
洋
人
が
睡
蓮
と
蓮
を
混
同
し
た
の

が
、
そ
も
そ
も
間
違
い
の
元
で
し
た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
遺
跡
に

描
か
れ
て
い
る
の
は
睡
蓮
で
あ
っ
て
、
蓮
の
花
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
ジ
プ
ト
学
で
い
う
ロ
ー
タ
ス
（lotus)  

は
、
睡
蓮
の
こ
と
で
す
。

エ
ジ
プ
ト
に
蓮
の
花
が
持
ち
こ
ま
れ
た
の
は
、
末
期
王
朝
時
代
の

紀
元
前
７
０
０
〜
３
０
０
年
頃
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
原
産
地
説
は
、
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
が
、
蓮
の
花

と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
紀
元

前
３
０
０
０
年
前
の
イ
ン
ダ
ス
文
明
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
地

母
神
像
の
髪
が
、
蓮
の
花
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
イ
ン
ド
で
も
古
く
か
ら
蓮
が
生
育
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

中
国
原
産
地
説
は
、
中
国
の
新
石
器
時
代
の
河
姆
渡
（
か
ぼ
と
）

文
化
遺
跡
か
ら
蓮
の
花
粉
の
化
石
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
同
じ
く

新
石
器
時
代
の
大
汶
口(

だ

い
も
ん
こ
う)

文
化
遺
跡

か
ら
は
、
蓮
の
果
托
の
デ

ザ
イ
ン
を
も
つ
陶
器
「
白

陶
封
口
鬹
」（
ふ
う
こ
う
き
）

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
蓮
文
様
が
描
か
れ

た
画
像
磚
（
が
ぞ
う
せ
ん
）、

青
銅
器
、
瓦
な
ど
の
考
古

遺
物
が
た
く
さ
ん
出
土
し

て
い
ま
す
。
近
年
、
黒
龍

江
省
の
各
地
で
野
生
蓮
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す

会
員
各
位
に
お
願
い

　

次
の
主
旨
で
「
蓮
の
Ｑ
＆
Ａ
」
を
当
会
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

間
違
い
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

わ
が
国
で
蓮
の
花
が
、
太
古
よ
り
自
生
し
て
き
た
こ
と
は
、
福

井
県
で
、
七
千
年
前
の
化
石
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

す
。
蓮
は
ま
た
、
万
葉
時
代
か
ら
観
賞
さ
れ
、
和
歌
に
詠
わ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
飛
鳥
時
代
に
仏
教
が
伝
来
す
る
と
、
蓮
の
花
は
、
仏

教
を
象
徴
す
る
浄
土
信
仰
の
花
と
し
て
、
寺
院
を
荘
厳
（
し
ょ
う

ご
ん
）
す
る
花
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
蓮
の
花
は
観
賞

用
と
し
て
、
日
本
で
、
長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
花
で
す
。

　

今
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ

り
、
誰
も
が
ネ
ッ
ト
上
に
書
き
こ
め
ま
す
。
そ
れ
は
便
利
で
あ
る

と
当
時
に
、
情
報
が
氾
濫
し
、
明
ら
か
に
間
違
っ
た
内
容
も
掲
載

さ
れ
る
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
蓮
の
花
に
関
し
て
も
、
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
が

国
に
は
公
共
機
関
は
も
と
よ
り
、
大
学
に
も
、
蓮
を
専
門
に
研
究

す
る
部
門
が
な
く
、
蓮
の
研
究
成
果
を
照
合
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
ほ

と
ん
ど
無
い
の
が
実
情
で
す
。

　

蓮
は
昔
か
ら
有
用
植
物
と
し
て
、
各
部
（
花
、
蕾
、
実
、
葉
、
茎
、

蓮
根
な
ど
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
が
生
薬
、
食
用
、
工
芸
品
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

そ
の
用
途
が
こ
の
よ
う
に
広
か
っ
た
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説

も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

過
去
に
も
、
蓮
の
花
を
広
め
よ
う
と
個
人
的
に
努
力
し
た
研
究

者
は
い
く
ら
か
い
ま
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
先
達
の
後
に
続
く

研
究
者
は
、
残
念
な
が
ら
ご
く
僅
か
で
す
。

　

当
研
究
会
で
は
、
蓮
の
花
に
つ
い
て
、
学
術
的
、
文
化
的
正
し

い
知
識
を
提
供
し
、
多
く
の
人
び
と
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

当
会
サ
イ
ト
上
で
、
確
か
な
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
、「
蓮
の
Ｑ
＆
Ａ
」
で
す
。

　

蓮
の
花
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
で
太
古
か
ら
、
豊
穣
の
花
、
吉
祥

の
花
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
今
日
で
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ

等
の
よ
う
に
、
蓮
を
国
花
に
し
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
取
り
あ
げ
る「
蓮
の
花
」は
、主
に
園
芸
品
種
と
し
て
、

花
を
愛
で
る
「
花
蓮
」（
は
な 

は
す
）（「
は
な 

ば
す

3

3

」
で
は
な
い
）

で
す
。「
蓮
根
」（
れ
ん
こ
ん
）
や
、
蓮
の
実
を
採
る
品
種
に
つ
い

て
も
い
ず
れ
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。（
Ｚ
）

　
　
　
　
　
　
　

  

２
０
０
７
年　

５
月
吉
日　

 

蓮
文
化
研
究
会 

  
事
務
局
よ
り
お
願
い

　

６
月
下
旬
発
行
予
定
の
『
蓮
通
信
35
号
』
は
、
全
国
の
「
観
蓮

会
、
蓮
ま
つ
り
」
の
特
集
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
会
員
各
位
及
び
ご
存
じ
の
植
物
園
、
公
園
な
ど
で
「
観
蓮
会
、

蓮
ま
つ
り
」
を
行
な
う
予
定
の
施
設
が
有
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ま
た
、
蓮
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
一
報

下
さ
い
。

  

会
費
納
入
の
お
願
い　

　

二
〇
〇
七
年
の
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
お
納
め
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
振
替
用
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す
）　

　
　
　

    

賛
助
会
員　

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
　

    

夫
婦
会
員　
　

八
、〇
〇
〇
円

　
　
　

    

一
般
会
員　
　

五
、〇
〇
〇
円

郵
便
振
替
番
号

　

蓮
文
化
研
究
会　

０
０
１
７
０ 

‐ 

５ 

‐ 

６
０
８
７
０
８

  

仏
像
の
体
内
に
あ
っ
た
蓮
実

　

称
名
寺
光
明
院(

横
浜
市
金
沢
区
）
所
蔵
の
運
慶
作
、
大
威
徳
明

王
坐
像
内
に
納
め
ら
れ
て
い
る
蓮
実
の
写
真
を
見
る
と
、
蓮
実
の
胚

芽
接
合
部
の
方
向
か
ら
穴
を
あ
け
、胚
芽
を
抜
き
取
り
、仏
舎
利
（
水

晶
）
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。 

（
東
京
新
聞
４
／
13
日
、
30
面
） 

　

桧
の
栓
を
し
た
穴
径
は
、
写
真
か
ら
３
㎜
以
下
に
見
え
ま
す
。
蓮
実

の
構
造
を
考
慮
し
、
精
密
に
加
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
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し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
青
蓮
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
し
、
ア
メ
リ
カ
産
種
の
黄
蓮
を
日
本
人
が
最
初
に
見
た
の
は
20

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。　

　

蓮
に
は
、
紅
色
・
白
色
の
花
を
咲
か
せ
る
東
洋
産
種
（N

elum
bo 

nucifera)

と
、黄
色
の
花
を
咲
か
せ
る
ア
メ
リ
カ
産
種（N

elum
bo       

lutea)

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
東
洋
産
と
ア
メ
リ
カ
産

の
蓮
は
、
地
球
上
に
誕
生
し
た
ご
く
早
い
時
期
に
別
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
紅
蓮
・
白
蓮
と
、
黄
蓮
と
は
、
花
の
色
が
異
な
る
だ
け
で
、

形
態
や
染
色
体
の
数
は
同
じ
で
す
。
で
す
か
ら
、
互
い
に
交
雑
し

て
新
品
種
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。　
　

　

さ
て
、
原
始
の
蓮
の
花
は
ど
ん
な
色
だ
っ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、

紅
色
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
紅
蓮
の
花
弁
の
ご
く
一
部
が
ま
れ

に
白
色
に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
突
然
変
異
、
で
す
。

　

原
始
の
蓮
の
花
色
が
、
紅
蓮
か
ら
、
ア
ジ
ア
で
は
白
蓮
が
、
ア

メ
リ
カ
で
は
黄
蓮
が
突
然
変
異
で
生
ま
れ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

誕
生
し
た
年
代
は
残
念
な
が
ら
、
不
明
で
す
。（
Ｚ
）

　

０
０
４

　

花
蓮
の
品
種
は
ど
れ
く
ら
い
？

　

蓮
は
、
花
を
観
賞
す
る
観
賞
蓮
、
蓮
根
を
収
穫
す
る
食
用
蓮
に

大
別
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、蓮
の
実
を
収
穫
す
る
品
種
も
あ
り
、近
年
、

中
国
で
は
太
空
蓮
な
ど
が
作
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
観
賞

蓮
の
品
種
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

　

蓮
を
栽
培
す
る
に
は
広
い
池
が
理
想
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
品
種
保
存
と
栽
培
場
所
の
関
係
で
「
鉢
植
え
」
で
育
成
し
て
い

ま
す
。
蓮
の
花
は
栽
培
条
件
に
よ
っ
て
、
花
の
咲
く
時
期
、
花
径
、

茎
の
丈
、
葉
の
大
き
さ
、
花
弁
の
色
な
ど
が
か
な
り
違
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
花
径
の
大
小
、
花
弁
の
色
、
花
弁
の
数
に
よ
っ

て
分
類
し
ま
す
。

　

花
径
の
大
小
で
は
、

大
形
種
（
花
径
が
26

㎝
以
上
）、普
通
種
（
花

径
が
25
㎝
〜
16
㎝
）、

小
型
種
（
茶
碗
蓮
・
花

径
が
15
㎝
〜
９
㎝
）、

碗
蓮
（
花
径
が
８
㎝

以
下
）
に
分
け
ま
す
。

市
で
は
と
く
に
品
種
名
を
つ
け
ず
、「
行
田
の
古
代
蓮
」
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
。
古
い
蓮
だ
か
ら
単
純
に
古
代
蓮
と
呼
ん
だ
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
行
田
市
で
は
天
然
記
念
物
に
指
定
し
て
、
そ
れ
を
保

存
す
る
た
め
に
蓮
公
園
を
造
成
、
１
９
９
５
年
に
一
部
を
開
園
、

２
０
０
１
年
４
月
に
は
「
古
代
蓮
の
里
」
と
し
て
竣
工
し
ま
し
た
。

こ
の
開
園
に
合
せ
て
「
古
代
蓮
」
に
ふ
さ
わ
し
い
名
前
を
市
民
か

ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
名
前
未
詳
の
蓮
は
「
行
田
蓮
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
考
古
学
ブ
ー
ム
と
も
重
な
っ
て
、
古
代
蓮
や
そ
の
話
題
が

全
国
に
伝
わ
っ
て
、品
種
名
と
思
わ
れ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。（
Ｚ
）

　

０
０
３

　

原
始
の
蓮
の
花
は
ど
ん
な
色
？

　

蓮
の
花
に
何
種
類
も
の
色
が
あ
る
こ
と
を
記
し
た
最
初
の
書
物

は
、
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
の
初
期
の
仏
典
で
あ
り
、
次
の
よ

う
な
蓮
な
い
し
睡
蓮
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　

utpara,uppala

（
昼
咲
き
青
睡
蓮
）

　
kum
uda

（
夜
咲
き
白
睡
蓮
）

　
padom

a

（
赤
い
蓮
）

　

pundarika

（
白
い
蓮
）

　

上
記
の
蓮
な
い
し
睡
蓮
を
漢

訳
す
る
時
、
音
写
の
ほ
か
に
、

安
易
な
意
訳
を
お
こ
な
っ
た
た

め
、
重
大
な
誤
解
を
生
じ
ま
し

た
。

　

ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い
花
の

色
が
、
あ
る
も
の
と
思
っ
て
訳

し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
こ

の
四
つ
を
、
訳
し
分
け
に
苦

心
し
て
、utpara

を
青
蓮
、

kum
uda

を
黄
蓮
、padom

a

を
赤
（
紅
）
蓮
、pundarika

を
白
蓮
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
色

で
無
理
に
区
別
し
ま
し
た
。

　

当
時
イ
ン
ド
と
中
国
に
は
、

紅
蓮
と
白
蓮
が
生
息
し
て
い
ま

し
た
が
、
青
蓮
と
黄
蓮
は
生
息

が
、
ま
だ
決
め
手
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
も
蓮
が
自
生
し
て
い
た
こ
と
は
、
約
７
０
０
０
万
年
前

か
ら
１
万
年
前
の
「
蓮
の
化
石
」
が
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
証
明
さ
れ
ま
す
。（
Ｚ
）

　

０
０
２

　

古
代
蓮
と
い
う
の
は
？

　

日
本
の
蓮
の
花
に
は
、
一
部
の
地
蓮
（
じ
ば
す
、
そ
の
地
方
に

生
息
す
る
蓮
）
を
除
き
、
全
て
品
種
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。
今
日
、

「
古
代
蓮
」
が
一
人
歩
き
し
て
、
蓮
の
花
の
品
種
名
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
じ
つ
は
「
古
代
蓮
」
と
は
、
ま
だ
品
種
名
が
つ
い
て

い
な
い
名
前
未
詳
の
花
の
こ
と
で
す
。

　

古
代
蓮
と
い
う
名
前
は
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は
使
用
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
蓮
の
研
究
に
尽
力
さ
れ
た
大
賀
一
郎
氏
が
、
戦

前
、
中
国
・
大
連
市
近
郊
の
普
蘭
店
で
発
掘
し
た
、
約
１
０
０
０

年
前
の
古
蓮
の
実
を
開
花
さ
せ
、
そ
の
蓮
の
花
を
フ
ラ
ン
テ
ン
蓮
、

別
名
を
中
国
古
代
蓮
と
呼
ん
だ
の
が
、
古
代
蓮
と
い
う
名
前
の
最

初
で
す
。
そ
の
図
版
の
初
出
は
、
北
村
文
雄
・
阪
本
祐
二
の
共
著

『
花
蓮
』（
１
９
７
２
年
）
で
す
。　

　

大
賀
一
郎
氏
は
昭
和
26
年
、
千
葉
市
近
郊
の
検
見
川
で
、
蓮
の

実
を
、
約
２
０
０
０
年
前
の
泥
炭
層
か
ら
発
見
し
、
昭
和
28
年
に

開
花
さ
せ
ま
し
た
。
当
初
は
こ
れ
を
「
二
千
年
蓮
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
後
に
「
大
賀
蓮
」
と
命
名
さ
れ
て
、
今
日
で
は
、
蓮
の
花

の
代
名
詞
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

古
代
蓮
と
い
う
名
前
が

一
般
化
す
る
の
は
、
埼
玉

県
行
田
市
で
、
昭
和
48
年
、

ゴ
ミ
焼
却
場
を
造
成
中

に
、
地
中
で
眠
っ
て
い
た

蓮
の
実
が
機
械
で
傷
つ
け

ら
れ
、
自
然
発
芽
し
て
咲

い
た
の
が
発
見
さ
れ
て
か

ら
で
す
。

　

そ
れ
は
年
代
測
定
の

結
果
、
約
１
５
０
０
〜

２
０
０
０
前
の
蓮
で
あ
る

と
判
明
し
ま
し
た
。
行
田
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北
米
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
ウ
イ
ス
コ
ン

シ
ン
州
ポ
ー
テ
ジ
は
、
ミ
シ

シ
ッ
ピ
ー
の
最
上
流
に
あ
た
り

ま
す
。
湖
沼
と
畑
、
そ
れ
に
牧

草
地
で
、
ほ
と
ん
ど
無
人
の
場

所
で
す
。
そ
こ
の
マ
ッ
ド（
泥
）

湖
に
、
群
生
す
る
ア
メ
リ
カ
黄

蓮
が
あ
り
ま
し
た
（
右
）。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
北

部
中
央
、
カ
カ
ド
ゥ
国
立
公
園

の
湿
地
帯
に
は
、
赤
系
の
野

生
蓮
が
生
育
し
（
中
）、
先
住

民
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
、
こ
の

蓮
の
根
や
実
を
食
用
、
薬
用

に
す
る
そ
う
で
す
。

　

ア
ジ
ア
大
陸
の
東
北
部
、
ロ

シ
ア
と
中
国
の
国
境
を
な
す
ア

ム
ー
ル
川
（
黒
龍
江
）
の
中
流

域
（
北
緯
48
度
！
）
に
、
ピ
ン

ク
色
の
野
生
の
蓮
が
生
育
し
て

い
ま
す
。
ご
く
最
近
、
ロ
シ
ア
と
中
国
の
研
究
者
に
よ
り
確
認
さ
れ

ま
し
た
（
左
）。（
Ｇ
）

　

０
０
７

　

な
ぜ
、
花
蓮
と
い
う
の
か
？

  

花
蓮
と
い
う
の
は
、
蓮
の
花
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
花
を

咲
か
せ
る
蓮
を
、
わ
ざ
わ
ざ
花
蓮
と
い
う
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の

理
由
が
あ
り
ま
す
。 

　

人
間
が
蓮
に
関
心
を
も
っ
た
の
は
、
主
に
そ
の
根
の
部
分
で
し

た
。
レ
ン
コ
ン
（
正
し
く
は
、
根
で
は
な
く
、
地
下
茎
）
で
す
。

食
材
と
し
て
、
胃
袋
の
要
求
を
満
た
す
た
め
に
、
注
目
し
た
の
で

し
た
。
今
か
ら
約
３
０
０
０
年
前
、
中
国
人
は
約
40
種
類
の
植
物

を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
３
分
の
２
を
採
集
し
、
レ
ン
コ
ン
を

ふ
く
む
３
分
の
１
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
中
国
語
で
は
、
蓮
を
荷
（
ホ
ー
）、
レ
ン
コ
ン
を
藕
（
オ

ウ
）
と
区
別
し
て
い
ま
す
。

　

蓮
の
実
も
ま
た
、
レ
ン
コ
ン
以
上
に
デ
ン
プ
ン
な
ど
栄
養
素
の

固
ま
り
で
あ
り
、
歓
迎
さ
れ
ま
す
。

物
の
誕
生
の
初
期
に
分
化
し
た
「
古
草
本
群
」
に
入
り
、
蓮
は
比

較
的
後
に
分
化
し
た
「
真
性
双
子
葉
植
物
」
に
入
り
ま
す
。
こ
の

違
い
は
花
粉
の
形
態
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
草
本
群
の

睡
蓮
は
、
発
芽
溝
が
花
粉
の
周
り
を
と
り
ま
い
た
周
芽
溝
を
し
て

い
ま
す
が
、
真
性
双
子
葉
植
物
の
蓮
は
、
三
個
の
発
芽
溝
か
ら
な

る
三
溝
粒
の
花
粉
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

蓮
と
睡
蓮
を
花
粉
交
配
し
て
も
受
精
で
き
ま
せ
ん
。

　

最
新
の
植
物
分
類
学
で
は
、
蓮
は
、
蓮
科
（N

elum
bonaceae) 

、

蓮
属(N

elum
bo)

で
あ
り
、
睡
蓮
は
、
睡
蓮
科
（N

ym
phaea-

ceae

）、
睡
蓮
属
（N

ym
phaea

）
に
属
し
ま
す
。
両
者
は
ま
っ
た

く
異
な
る
植
物
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
が
、
多
く
の
書
物
は

い
ま
だ
に
、
睡
蓮
科
・
蓮
属
と
い
う
旧
説
を
採
用
し
て
い
て
残
念

で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
蓮
と
睡
蓮
の
簡
単
な
見
分
け
方
が
あ
り
ま
す
。
蓮

は
花
の
中
央
に
雌
蕊
が
入
っ
て
い
る
花
托
が
あ
り
ま
す
が
、
睡
蓮

に
は
花
托
が
あ
り
ま
せ
ん
。
蓮
の
花
弁
は
ふ
っ
く
ら
し
て
幅
が
広

い
で
す
が
、
睡
蓮
の
花
弁
は
細
長
く
花
弁
の
先
端
が
鋭
角
的
で
す
。

　

ま
た
、
蓮
の
葉
は
丸
い
で
す
が
、
睡
蓮
の
葉
に
は
深
い
切
れ
込

み
が
あ
り
ま
す
。
蓮
の
地
下
茎
は
食
用
の
レ
ン
コ
ン
に
な
り
ま
す

が
、
睡
蓮
に
は
レ
ン
コ
ン
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

花
色
で
は
青
い
睡
蓮
は
あ
り
ま
す
が
、
青
い
蓮
は
ま
だ
発
見
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。（
Ｚ
）

　

０
０
６

　

野
生
の
蓮
は
世
界
の
ど
こ
に
？

　

野
生
の
蓮
と
は
、
人
間
が
管
理
す
る
こ
と
な
く
、
大
自
然
の
な

か
で
自
ら
の
生
命
力
に
よ
り
、
生
育
し
て
い
る
蓮
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
地
球
で
は
、
蓮
を
ふ
く
む
植
物
は
、
人
間
を
ふ
く
む
動
物

よ
り
も
、
は
る
か
に
先
輩
格
で
す
。

  

そ
の
証
拠
に
は
、
蓮
の
化
石
（
葉
や
実
な
ど
）
が
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
や
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

化
石
は
今
か
ら
７
０
０
０
万
年
〜
１
億
年
以
上
も
前
の
も
の
で

す
。
人
類
の
歴
史
は
せ
い
ぜ
い
７
０
０
万
年
で
し
ょ
う
。

　

約
46
億
年
と
さ
れ
る
地
球
の
歴
史
に
は
、
４
回
の
氷
河
期
や
火

山
の
大
噴
火
、
隕
石
の
衝
突
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
環

境
で
も
、
蓮
は
生
育
を
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。

　

ご
く
最
近
に
確
認
さ
れ
、
写
真
の
あ
る
野
生
の
蓮
を
３
つ
だ
け

紹
介
し
ま
す
。　

　

花
弁
の
数
で
は
、
一
重
（
花
弁
数
が
25
枚
以
下
）、
半
八
重
（
花

弁
数
が
25
〜
50
枚
）、
八
重
（
花
弁
数
が
50
枚
以
上
）
で
す
。

　

花
弁
の
色
で
は
、白
蓮
系
統
（
花
弁
全
体
が
白
）、紅
蓮
系
統
（
花

弁
全
体
が
紅
）、黄
蓮
系
統
（
花
弁
全
体
が
黄
色
）、斑
蓮
系
統
（
花

弁
に
紫
紅
色
の
斑
が
入
る
）、
爪
紅
系
統
（
花
弁
の
先
端
や
縁
に

紅
色
）、
黄
紅
蓮
系
統
（
淡
い
黄
色
の
花
弁
の
先
端
や
縁
に
紅
が

入
る
）、
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

　

金
子
明
雄
著
『
花
蓮
百
華
』（
２
０
０
２
年
）
に
は
、
故
内
田

又
夫
氏
が
収
集
し
た
巨
椋
（
お
ぐ
ら
）
池
の
蓮
を
主
に
、
１
６
８

品
種
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
の
王
其
超
・
張
行
言
著『
中
国
荷
花
品
種
図
志
』（
２
０
０
５

年
）
に
は
、
６
０
８
品
種
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
も
新
品
種
の
作
出
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
全
体
像
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
各
地
で
の
呼
称
に
従
え
ば
、
在

来
種
で
１
５
０
数
種
、
近
年
作
出
さ
れ
た
品
種
を
加
え
る
と
、
中

国
と
日
本
を
合
せ
て
約
９
０
０
品
種
以
上
あ
り
そ
う
で
す
。　

　

な
お
、
一
番
多
い
品
種
は
一
重
の
紅
色
、
次
が
一
重
の
白
で
す
。

八
重
の
黄
色
や
、
八
重
の
斑
種
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。（
Ｚ
）

　

０
０
５

　

蓮
と
睡
蓮
は
ど
う
ち
が
う
？

　

蓮
と
睡
蓮
は
近
年
ま
で
、
生
育
環
境
や
花
容
が
似
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
同
じ
水
生
植
物
の
仲
間
と
考
え
ら
れ
、
睡
蓮
科
に
属
し

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
目

覚
ま
し
い
科
学
の
進
歩

で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
塩
基
配
列
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
遺
伝

子
、
染
色
体
遺
伝
子
、

花
粉
構
造
な
ど
の
研
究

の
結
果
、
蓮
と
睡
蓮
は

従
来
考
え
ら
れ
て
い
た

進
化
と
は
、
ま
っ
た
く

違
っ
た
進
化
を
し
て
き

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ

る
と
、
睡
蓮
は
被
子
植
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０
０
９

　

蓮
の
実
を
発
芽
、
開
花
さ
せ
る
方
法
は
？

◆ 

蓮
実
の
発
芽

　

蓮
の
実
は
、
図
の
よ
う
に
厚
さ
１
㎜
程
の
固
い
外
種
皮
（
が
い

し
ゅ
ひ
）
に
覆
わ
れ
い
て
い
ま
す
。
水
に
そ
の
ま
ま
浸
し
て
も
、

発
芽
率
が
低
い
の
で
、
外
種
皮
の
一
部
（
臍
部
）
を
欠
い
て
か
ら

容
器
の
水
に
浸
し
ま
す
。（
発
芽
処
理
）

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
膨
張
率
の
高
い
胚
乳
が
水
を
吸
い
こ
み
、
外

種
皮
が
割
れ
、
膨
ら
ん
だ
胚
乳
が
二
つ
に
開
き
ま
す
。
こ
の
方
法

に
よ
り
、
芽
の
発
芽
率
は
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
す
。

◆ 

発
芽
処
理
方
法

　

実
の
外
種
皮
が
僅
か
に
盛
り
上
っ
て
い
る
臍
部
の
中
心
に
は
、

珠
孔（
し
ゅ
こ
う
）が
あ
り
ま
す
。
そ
の
下（
内
側
）は
空
洞
に
な
っ

て
い
ま
す
。
切
れ
味
の
良
い
刃
物（
長
さ
12
㎝
程
の
小
型
ニ
ッ
パ
ー

が
最
も
使
い
や
す
い
）
で
、
胚
に
傷
が
つ
か
な
い
よ
う
に
、
こ
の

臍
部
の
外
種
皮(

図
、
参
照)

を
切
り
取
り
ま
す
。

◆ 

発
芽
育
成
時
期

　

関
東
の
例
で
は
、
蓮
の
実
を
４
月
中
旬
に
発
芽
処
理
し
、
15
℃

以
上
、
25
℃
程
度
の
、（
外
気
温
が
低
い
時
に
は
、
熱
帯
魚
用
の

保
温
水
槽
を
活
用
）

水
に
浸
し
ま
す
。

（
水
深
10
㎝
以
上
）

　

気
温
が
高
け
れ
ば

４
、５
日
目
頃
に
は

発
芽
を
確
認
で
き
ま

す
。
日
中
の
光
（
電

光
で
も
良
い
）
を
確

保
し
て
成
長
さ
せ
、

５
月
末
か
ら
６
月
初

旬
に
か
け
て
鉢
等
に

植
え
替
え
れ
ば
、
９

月
頃
ま
で
に
は
開
花

さ
せ
る
こ
と
も
充
分

可
能
で
す
。

　

※
蓮
実
を
発
芽
さ

せ
て
も
、
こ
の
よ
う

に
蓮
の
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

蓮
根
の
植
え
込
み

は
、
外
気
が
安
定
す

る
桜
前
線
の
経
過
以

降
、
青
葉
の
萌
え
る

前
を
目
処
に
す
る
と

冷
害
を
避
け
ら
れ
ま

す
。

◆ 

蓮
根
の
掘
り
出
し

と
、
切
り
離
し
方 

　

折
れ
、
傷
付
け
、

芽
欠
き
に
注
意
し
掘

り
出
し
ま
す
。
伸
長

地
下
茎
か
ら
分
岐
し

た
蓮
根
は
、
な
る
べ

く
分
岐
部
の
ラ
ン

ナ
ー
を
Ｔ
字
型
に
残

し
て
切
り
離
し
て
く

だ
さ
い
。

◆ 

用
土
の
扱
い
方

　

田
土
、
畑
土
、
黒

土
等
の
腐
敗
臭
の
な
い
土
を
選
び
、
礫
や
ゴ
ミ
を
除
去
し
、
細
か

く
ほ
ぐ
し
肥
料
を
加
え
用
い
ま
す
。

（
※
粉
末
の
荒
木
田
土
は
、
水
で
よ
く
練
る
と
固
ま
ら
な
い
）

◆ 

肥
料
の
与
え
方

　

蓮
も
、
窒
素
・
Ｎ
、
燐
酸
・
Ｐ
、
カ
リ
・
Ｋ
等
の
養
分
が
元
肥
（
も

と
ご
え
）
と
し
て
必
須
で
す
。
有
機
肥
料
は
、
完
全
発
酵
の
も
の

を
使
わ
な
い
と
土
が
腐
敗
し
ま
す
。

　

追
肥
（
つ
い
ひ
）
は
半
月
ご
と
に
５
‐
５
‐
５
系
の
も
の
を
少

量
（
土
、
水
合
わ
せ
60
リ
ッ
ト
ル
に
対
し
10
ｇ
程
）
与
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
与
え
過
ぎ
る
と
根
に
障
害
が
起
き
、
葉
に
異
常

が
生
ず
る
の
で
、
水
を
入
れ
替
え
て
薄
め
、
そ
れ
以
降
、
適
量
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

蓮
根
の
植
え
方      

　

小
型
種
以
外
の
品
種
は
、
丸
型
の
穴
の
無
い
（
高
さ
は
最
低
30

㎝
必
要
）
容
器
に
、
元
肥
を
加
え
た
土
を
高
さ
２
／
３
程
入
れ
、

土
の
半
分
程
の
深
さ
に
植
え
込
み
ま
す
。（
頂
芽
を
水
平
か
、
や

や
下
向
き
に
す
る
）
水
は
残
る
１
／
３
の
高
さ
一
杯
に
張
り
、
以

後
は
、植
え
替
え
す
る
ま
で
常
時
涸
ら
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。（
Ｔ
）

　

実
の
中
心
に
あ

る
緑
色
の
部
分
は
、

胚
芽
（
は
い
が
）
で
、

生
長
は
こ
こ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
こ

の
部
分
は
と
て
も

苦
く
、
漢
方
薬
に

も
な
り
ま
す
。
中

国
の
江
西
省
広
昌

の
よ
う
に
、
唐
代

か
ら
実
を
目
的
と

し
て
蓮
を
植
え
る

産
地
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
目
的
が
レ
ン

コ
ン
で
あ
れ
、
実
で

あ
れ
、
蓮
に
は
、
美

し
い
花
が
咲
き
ま

す
。
そ
れ
を
観
賞
す

る
の
が
観
蓮
（
か
ん

れ
ん
）
で
す
。
こ
の

観
蓮
を
よ
り
楽
し
く
す
る
た
め
に
、特
長
あ
る
花
を
咲
か
せ
る
蓮
を
、

と
く
に
花
蓮
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
言
葉
で
す
。
日

本
で
は
、
１
９
７
０
年
代
く
ら
い
か
ら
で
、
中
国
語
や
英
語
に
は
ま

だ
こ
れ
に
相
応
す
る
表
現
が
な
い
よ
う
で
す
。

　

花
シ
ョ
ウ
ブ
や
花
カ
タ
バ
ミ
の
よ
う
に
、
花
蓮
も
い
ず
れ
「
市

民
権
」
を
得
る
こ
と
で
し
ょ
う
。（
Ｇ
）

　

０
０
８

　

蓮
根
を
鉢
植
え
し
、
開
花
さ
せ
る
方
法
は
？

　

蓮
は
、
伸
長
す
る
地
下
茎
（
ラ
ン
ナ
ー
）
か
ら
立
葉
や
花
が
生

じ
ま
す
。
こ
の
先
端
部
や
、
分
岐
部
の
肥
大
し
た
地
下
茎
を
通
常

「
蓮
根
」
と
呼
ん
で
食
用
に
し
て
い
ま
す
。      

　

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
切
り
離
し
た
蓮
根
を
植
え
ま
す
と
、
同
一
品
種

（
遺
伝
子
が
変
わ
ら
な
い
）
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
蓮
根
植
え
込
み
の
時
季
（
年
内
開
花
を
望
む
場
合
）

　

気
温
が
15
℃
以
上
に
な
る
と
芽
が
伸
び
ま
す
が
、
こ
れ
以
下
に

下
が
る
と
成
長
が
止
ま
り
ま
す
。（
芽
が
１
、２
本
枯
れ
て
も
、
蓮

根
全
体
へ
の
影
響
は
心
配
な
い
）
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の
葉
効
果
）
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
生
物
の
仕
組
み
に
着
目
し
て
、
我
々
の
生
活
に
有
用
な

も
の
を
探
し
だ
す
研
究
が
、
世
界
各
国
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
・
地
球
博（
２
０
０
５
年
、愛
知
県
）の
ド
イ
ツ
パ
ビ
リ
オ
ン
で
、

Ｓ
Ｔ
Ｏ
社
が
出
品
し
た
外
壁
用
塗
料
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
水
を
か
け
る
と
、
水
滴
が
ゴ
ミ
を
集
め
て
落
ち
る
と

い
う
、
蓮
の
葉
の
自
浄
作
用
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
し
た
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ナ
ノ
テ
ク
、
薄
膜
技
術
、
繊
維
な
ど
の

分
野
で
同
様
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
撥
水
性
の
あ
る
繊

維
等
は
、
そ
の
実
例
で
す
。
こ
の
よ
う
に
「
蓮
」
は
現
在
も
注
目

に
値
す
る
植
物
で
す
。

　
「
泥
中
の
蓮
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。『
維

摩
詰
所
説
教
』
に
「
譬
如
高
原
陸
地
不
生
蓮
花　

卑
湿
淤
泥
乃
生
此

華
」
と
あ
る
そ
う
で
す
。
高
い
陸
地
に
蓮
花
は
生
え
ず
、
低
い
湿
地

の
泥
の
な
か
に
花
（
華
）
を
咲
か
せ
る
、
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
は
「
泥
の
池
の

中
に
あ
っ
て
も
、
清
ら

か
な
花
を
開
く
蓮
」
を

例
に
し
て
、
煩
悩
の
汚

れ
の
中
に
あ
っ
て
も
、

そ
れ
に
染
ま
ら
ず
、
清

浄
を
保
っ
て
い
る
人
の

喩
え
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

花
に
も
、
葉
と
同
様

に
、水
を
撥（
は
じ
）き
、

自
浄
作
用
が
あ
る
か
ど

う
か
、
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　

昔
の
和
歌
な
ど
に
詠

ま
れ
た
蓮
は
、
花
よ
り

も
、
む
し
ろ
葉
の
水
玉

に
つ
い
て
の
ほ
う
が
、

多
い
よ
う
で
す
。
長
い

時
間
、
葉
の
上
に
留
ま

る
こ
と
の
無
い
状
況

が
、
日
本
人
の
心
に
符

合
し
た
と
言
っ
て
も
良

い
で
し
ょ
う
。（
Ｋ
） 

て
栄
養
状
態
が
整
っ
て
は
じ
め
て
、
立
葉
と
な
っ
て
花
が
咲
く
の

で
す
が
、
形
態
的
に
は
「
浮
き
葉
」
の
状
態
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
浮
き
葉
」
が
出
て
く
る
時
、
葉
の
色
が
赤
味
を
帯
び
て
い
る
の

は
、
強
い
光
線
か
ら
幼
葉
を
守
る
た
め
だ
と
、
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

蓮
の
葉
に
あ
る
気
孔
は
ほ
と
ん
ど
葉
の
上
面
に
在
り
ま
す
。
浮

き
葉
も
立
葉
も
そ
う
で
す
。

　

二
十
数
本
あ
る
葉
脈
が
集
ま
っ
た
中
央
の
荷
鼻
（
か
び
）
は
、

葉
柄
か
ら
地
下
茎
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
通
り
、
酸

素
は
、
地
下
茎
の
節
部
に
あ
る
根
の
細
胞
ま
で
供
給
さ
れ
ま
す
。

　

気
孔
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
葉
の
上
面
に
あ
り
ま
す
。

水
深
の
深
い
と
こ
ろ
で
生
育
し
て
い
る
蓮
も
、
そ
れ
な
り
に
葉
柄

を
伸
ば
し
て
適
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
洪
水
な
ど
で
急
に
増
水

し
た
時
は
、
一
晩
に
数
十
セ
ン
チ
も
伸
長
し
て
対
応
す
る
そ
う
で

す
。
短
期
間
に
水
が
引
く
と
、
柔
ら
か
い
茎
が
葉
の
重
み
で
折
れ

て
し
ま
い
、
枯
死
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

か
つ
て
伊
豆
沼
（
宮
城
県
）
の
蓮
が
台
風
に
よ
る
増
水
で
水

没
し
て
、
大
打
撃
を
う
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
水
に
生
え

る
蓮
で
す
が
、
同
時
に
、
水
に
弱
い
一
面
を
も
持
っ
て
い
る
の

で
す
。（
Ｋ
）

　

０
１
１

　

蓮
の
葉
に
水
玉
が
で
き
る
わ
け
？

　

蓮
の
葉
に
触
る
と
、
表
面
が
ツ
ル
ツ
ル
と
し
た
葉
と
、
ザ
ラ
ザ

ラ
と
し
た
感
触
の
葉
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
葉
も
、
顕
微
鏡
で

拡
大
し
て
観
察
す
る
と
表
面
に
は
、10
μ
m（
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
）

程
度
、
頭
が
半
球
と
な
っ
た
円
柱
が
規
則
正
し
く
、
並
ん
で
い
ま

す
。

　

そ
れ
は
ワ
ッ
ク
ス
様
物
質
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
水

が
こ
の
上
に
乗
っ
て
も
、
葉
の
表
面
に
広
が
っ
て
濡
ら
す
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。
水
そ
の
も
の
に
表
面
張
力
、
凝
集
力
が
あ
り
、
玉

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
葉
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
毛
茸

（
も
う
じ
ょ
う
）
と
呼
ば
れ
る
突
起
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
、水
を
弾
く
性
質
を
撥
水
（
は
っ
す
い
）
性
、と
い
っ

て
い
ま
す
。
蓮
の
葉
に
は
、
と
く
に
こ
の
性
質
が
際
だ
っ
て
い
て
、

「
超
撥
水
性
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

最
近
で
は
、
水
玉
が
移
動
す
る
時
に
、
蓮
の
葉
の
表
面
の
ゴ
ミ

を
、
取
り
込
ん
で
し
ま
う
現
象
に
着
目
し
て　

Lotus effect 

（
蓮

が
、
紅
い
花
の
実
か
ら
、
僅
か
な
確
率
で
白
い
花
の
品
種
が
出
来

た
り
し
ま
す
。

　

蓮
実
発
芽
の
蓮
花
は
見
か
け
が
よ
く
似
て
い
て
も
、
親
と
は
遺

伝
子
が
異
な
り
、
同
一
の
花
托
中
の
実
が
発
芽
す
る
と
一
粒
ず
つ

別
の
品
種
と
な
り
ま
す
。（
Ｔ
）

　

０
１
０

　

浮
き
葉
、
立
ち
葉
、
そ
の
違
い
？

　

よ
く
「
蓮
と
睡
蓮
の
違
い
」
の
説
明
で
、
葉
が
水
面
に
浮
か
ん

で
い
る
の
が
「
睡
蓮
」
で
、水
面
か
ら
立
ち
上
っ
て
い
る
の
が
「
蓮
」

だ
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
す
こ
し
問
題
で
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、蓮
に
も
、水
面
に
浮
か
ぶ
葉
が
あ
る
か
ら
で
す
。
春
、

去
年
ま
で
に
成
長
し
た
蓮
根
の
先
端
の
芽
か
ら
出
る
葉
は
、
水
面

に
浮
か
び
ま
す
。
こ
れ
を
「
浮
き
葉
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

２
〜
３
枚
水
面
に
浮
か
ぶ
葉
が
出
た
後
、
新
し
い
根
茎
か
ら

出
る
葉
は
、
様
子
が
異
な
り
ま
す
。
浮
き
葉
よ
り
も
葉
柄
（
よ

う
へ
い
）
が
太
く
、
表
面
が
硬
い
組
織
に
変
化
す
る
葉
な
の
で

す
。
こ
れ
を
「
立
ち
葉
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
葉
は
水
面
か
ら
出

て
く
る
時
は
、
左
右
か
ら

内
側
に
く
る
っ
と
巻
い
た

状
態
で
、
葉
柄
に
対
し
て

斜
め
の
状
態
で
す
。
こ
の

形
か
ら
「
シ
ュ
モ
ク
（
撞

木
）
葉
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

浮
き
葉
の
成
長
は
、
種

（
た
ね
）
蓮
根
の
貯
蔵
養

分
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す

が
、
花
芽
を
あ
わ
せ
持

つ
立
葉
を
形
成
す
る
上
で

も
、
大
事
に
育
て
る
こ
と

が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

種
子
か
ら
発
芽
さ
せ
た

場
合
は
、
ま
ず
内
蔵
さ
れ

た
幼
芽
か
ら
３
枚
以
上
の

浮
き
葉
が
で
ま
す
。
そ
の

後
、
新
し
い
根
茎
が
伸
び

- ６ -


